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はしがき:血小板活性化のメカニズムについて、透過型血小板を用いた頼粒放出アッセイ系

および凝集アッセイ系を確立し、研究を進め、下記の知見を得た。

研究代表者:堀内 久徳(京都大学大学院、医学研究科、循環器内科)

交付決定額: (金額単位:千円)

直接経費 間接経費 合計

平成 15年度 2，200 O 2，200 

平成 16年度 1， 300 G 1，300 

総計 3，500 O 3，500 
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